
はるか昔、世界中の鳥たちはみな、まっ白な羽をしていました。

創造主は鳥たちをもっと色鮮やかにしたいと願い、虹色の実を
つけるふしぎな木を生み出しました。その実を食べると、羽は
実と同じ色に染まります。それを知った鳥たちは大よろこび。
だれもが、いちばん美しい虹の鳥を目指すようになりました。

こうして、鳥たちの色くらべが始まりました！

山札がなくなる前に、手札に 7 種類の果実カードを 1 枚ずつそ
ろえ、虹の鳥になりましょう！

内容物

ゲームの目的

最近フルーツを食べた人が最初の手番プレイヤーです。
以降、時計回りで手番を行います。

手番では、手札 1 枚を果実リングの好きな 2 枚の間に置きます。
その後、果実交換のルールに従ってカードを受け取り、手札に
加えます。

ゲームの進め方

置いた手札の数字が、そのカードの両隣にある 2 枚の数字の差
と等しい場合、その両隣の 2 枚を受け取ります。

でなければ、山札のいちばん下のカードを 1 枚受け取ります。

果実交換のルール

1. プレイ人数に応じた果実カードを用意します。
2 人プレイでは数字 1〜3、
3 人プレイでは数字 1〜4 を使用し、以降も同様です。

2. 用意した果実カードとカラスカード 4 枚をよく混ぜ、
羽の面を上にして中央に置き、山札にします。
各プレイヤーは山札から 3 枚引いて手札にします。

3. 山札から 7 枚表にして、山札を囲むように輪に並べます。
これを「果実リング」と呼びます。

セットアップ

▼ 果実カード 42 枚（7 種類の果実 × 6 つの数字） ▼ カラスカード 4 枚

果実リングの例果実リングの例 手札の例手札の例

遊び方説明書遊び方説明書

ウラにつづく

┌数字の面┐

└羽の面┘

┌────────数字の面─────────┐

└────羽の面（羽の色は果実と同じです）────┘

数 字 の 面 は、自 分 だ け
が見える向きにします。

手札は、羽の面がほか
のプレイヤーから見え
る向きで持ちます。

差 = 1 差 = 2



下図の　に数字 1 のカードを置いた場合、
両隣の 2 枚（　   と  　）を受け取ります。
　に置いた場合は、山札の一番下のカードを 1 枚受け取ります。

次のいずれかが起きたらゲーム終了です。

▪ 自分の手番の終了時、手札に 7 種類の果実カードが 1 枚ず
つあり、さらにカラスカードがなければ勝利です。

▪ 山札がなくなった場合は、次の順で勝者を決めます。

1. 果実の種類数を比べ、最も多いプレイヤーが勝利します。

2. 種類数も同じ場合は、果実カードに描かれた果実の数の
合計を比べ、最も多いプレイヤーが勝利します。

3. それも同じ場合は、全員勝利です。

ゲーム終了と勝敗

「カラスたちはお腹いっぱい。
カァカァ鳴いて、それぞれの巣へ帰っていきました……」

カラスカードをすべて箱に戻し、果実カードだけでゲームを行
います。そのほかのルールは基本ルールと同じです。

バリアントルール

1. 手札を確認する

手札が 8 枚以上ある場合は、果実カード 1 枚を果実リング
の好きな 2 枚の間に戻します。カラスカードは戻せません。

同じ種類の果実カードが 2 枚以上ある場合は、1 枚を戻し
ます。下図の例では、　 か　 のどちらか 1 枚を戻します。

果実交換が終わったら、次の順に行います。

これで手番は終了です。左隣のプレイヤーの手番になります。

2. 果実リングを補充する

果実リングの枚数が 1 枚だけになっていたら、
山札から 6 枚表にして時計回りに補充します。

手番の終了

果実交換の例果実交換の例

警告（必ずお読みください）！
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